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4.0%

53.9%

37.8%

14.3%

14.6%
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37.3%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3

H30

安心している まあ安心している どちらでもない やや不安である 不安である

作成部局課室名 企画県民部広聴課

地域安全課

第２回県民モニターアンケート「地域の安全安心について」の調査結果

第２回県民モニターアンケート調査「地域の安全安心について」の調査結果をとりまと
めました。アンケート結果は、「地域安全まちづくり推進計画」の改定に活用します。

対象者 回答者 回答率
１ 調査概要

性 男 性 1,030 795 77.2%
(1)調査対象者：県民モニター 2,248人

別 女 性 1,218 851 69.9%
(2)調 査 期 間：令和３年８月６日(金)

10～20代 80 46 57.5%
～８月30日(月)[24日間]

年 30代 234 127 54.3%
(3)調 査 方 法：県ホームページ上のアン

40代 401 266 66.3%
ケートフォームに入力 代

50代 486 357 73.5%
(4)回 答 者 数：1,646人(回答率73.2％)

別 60代 489 389 83.1%

70代以上 558 461 82.6%

２ 調査結果の概要

項 目 アンケート結果

犯罪被害にあう 「安心している(10.9%)」「まあ安心している(53.9%)」を合わせた

ことへの不安 『安心』は６割を超え(64.8%)、前回調査（H30県民モニターアンケー

［Q1］あなたは、お住ま ト）より23.0ポイント上昇している。

いの地域において、犯

罪被害にあうのではな

いかという不安をどの

程度感じていますか。

次の中からお選びくだ

さい。（１つ選択）
『安心』64.8%

『安心』41.8%
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26.2%

24.4%

23.8%

23.0%

20.6%

16.0%

15.4%

14.2%

13.4%

9.9%

0% 10% 20% 30%

一般的にモラルが低下してきていると

思うから

知らない人（業者）から電話やメールが

よく入るから

インターネットを利用した詐欺、悪質商法

などが増えているから

住んでいる地域に暗がりや見通しの悪い

場所等の死角が多いから

防犯カメラや防犯灯が設置されていないから

地域のコミュニティが希薄になってきたから

テレビ・新聞等でよく犯罪事件の報道を

目にするから

住んでいる地域でよく犯罪が発生するから

過去に犯罪被害に遭ったことがあるから

その他

項 目 アンケート結果

不安だと感じる ｢一般的にモラルが低下してきていると思うから」が最も高くなっ

理由 ている(26.2%)。

［Q2] Ｑ１で「不安であ

る」又は「やや不安で

ある」と回答された方

にお尋ねします。その

ように思われる主な理

由は何ですか。次の中

からお選びください。

（２つまで）

※ Ｑ１で「不安である」

又は「やや不安である」

と回答された方 344名
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67.3%

45.7%

24.5%

19.0%

18.7%

17.0%

12.9%

10.8%

10.6%

9.8%

7.5%

6.5%

6.1%

2.9%

2.5%

2.2%

0.8%

3.8%

67.7%

43.3%

20.2%

25.3%

19.1%

22.9%

19.4%

14.2%

14.5%

9.4%

8.8%

10.8%

5.0%

5.9%

4.2%

2.8%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

空き巣などの侵入窃盗

インターネットを利用した犯罪

振り込め詐欺などの詐欺

ひったくり

車上ねらい

暴行・傷害

わいせつ事犯・痴漢

声かけ（不審者からの呼びかけ）

誘拐等子どもをねらう犯罪

自転車・オートバイ盗

器物損壊

少年い集（しゅう）【たむろ】

自動車盗

ストーカー犯罪

自動車等の部品盗

薬物犯罪

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）

その他

Q3 H30

項 目 アンケート結果

特に不安を感じ 「空き巣などの侵入窃盗(67.3%)」が最も高く、次いで「インター

ている犯罪・事 ネットを利用した犯罪(45.7%)」が高くなっている。

案

［Q3］あなたは、どのよ

うな犯罪・事案に不安

を感じていますか。特

に不安を感じている犯

罪・事案を次の中から

お選びください。（３

つまで）
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66.8%

49.5%

32.0%

27.7%

24.8%

19.6%

12.6%

9.9%

2.6%

73.7%

41.9%

31.0%

30.3%

27.1%

19.8%

14.4%

11.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

路上

インターネット空間

自宅

繁華街

駐車場・駐輪場

公園

電車・バスなどの公共交通機関

駅

その他

R3 H30

項 目 アンケート結果

特に不安を感じ 「路上(66.8%)」が最も高く、次いで「インターネット空間(49.5%)」

る場所 が高くなっている。「路上」が前回調査より6.9ポイント下降してい

［Q4］あなたは、どのよ るのに対し、「インターネット空間」は7.6ポイント上昇している。

うな場所で犯罪被害に

あうかもしれないとい

う不安を感じますか。

特に不安を感じる場所

を次の中からお選びく

ださい。（３つまで）
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62.8%

42.6%

31.7%

26.9%

14.3%

4.7%

4.4%

3.5%

57.8%

45.7%

33.3%

30.4%

21.3%

7.7%

7.5%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

防犯カメラの設置

防犯に配慮した公園・道路、防犯灯の整備

地域の見回りの強化

地域の犯罪・防犯情報の提供

地域住民による自主防犯活動への支援

セミナーや講習会による防犯に関する

ノウハウの提供

家屋ごとの防犯診断や改善ノウハウの

普及啓発

その他

R3 H30

項 目 アンケート結果

安全・安心確保 「防犯カメラの設置」が前回調査より5.0ポイント上昇し６割を超

に向けた地域の えている(62.8%)。次いで「防犯に配慮した公園・道路、防犯灯の整

取組 備(42.6%)」が高くなっている。

［Q5］お住まいの地域の

安全・安心の確保に向

けて、特にどのような

取組が大切だと思いま

すか。次の中からお選

びください。（２つま

で）
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10.3%

14.7%

45.3%

24.5%

9.7%

14.9%

43.8%

6.3%

27.3%

34.4%

34.4%

43.8%

49.0%

37.5%

18.3%

41.2%

32.0%

23.4%

8.4%

12.9%

20.7%

17.9%

17.3%

17.0%

30.4%

27.5%

11.8%

18.7%

20.6%

29.6%

20.6%

35.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア防犯パトロール

イ通学路における子どもの見守り運動

ウ声かけ(あいさつ)運動

エちょボラや瞬間ボランティア活動

オ防犯セミナー・講習会への参加

カ地域への防犯情報の提供

キ門灯の一晩中の点灯

ク地域周辺の安全マップの作成

以前からしている 今後してみたい したいとは思わない わからない

項 目 アンケート結果

地域の安全・安 "以前からしている"取組は、「声かけ(あいさつ運動)(45.3%)」「門

心の確保のため 灯の一晩中の点灯(43.8%)」が高く、"したいとは思わない"取組は、

の取組 「防犯パトロール(32.0%)」が高くなっている。"今後してみたい"取

［Q6］地域の安全・安心 組は、「防犯セミナー・講習会への参加(49.0%)」が高くなっている。

を確保するために、あ

なたがしていることや、

してみようと思うこと

がありますか。次にあ

げているそれぞれの取

組について、あてはま

るものをお選びくださ

い。（それぞれ１つ選

択）

ウ 声かけ(あいさつ)運動 … 日常のあいさつをはじめ、まちなかで困っている人がいたら声をかけ

て助けあおうという運動

エ ちょボラや瞬間ボランティア活動 … 通勤・通学や買い物、犬の散歩をしながら周囲の安全に目

を配るちょっとしたボランティアや地域の安全に違和感を覚えた時に二度見や声かけをする瞬間

ボランティア活動

カ 地域への防犯情報の提供 … 新聞・テレビ等で得た防犯情報を身近な地域住民へ周知すること
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6.3%

41.2%

17.0%

35.6%

7.2%

45.9%

13.0%

33.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

以前からしている

今後してみたい

したいとは思わない

わからない

ク 地域周辺の安全マップの作成

R3 H30

43.8%

18.3%

17.3%

20.6%

43.1%

22.1%

16.8%

18.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

以前からしている

今後してみたい

したいとは思わない

わからない

キ 門灯の一晩中の点灯

R3 H30

14.9%

37.5%

17.9%

29.6%

13.5%

47.6%

8.4%

30.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

以前からしている

今後してみたい

したいとは思わない

わからない

カ 地域への防犯情報の提供

R3 H30

9.7%

49.0%

20.7%

20.6%

12.1%

54.5%

15.1%

18.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

以前からしている

今後してみたい

したいとは思わない

わからない

オ 防犯セミナー・講習会への参加

R3 H30

45.3%

34.4%

8.4%

11.8%

46.2%

31.2%

9.9%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

以前からしている

今後してみたい

したいとは思わない

わからない

ウ声かけ(あいさつ)運動

R3 H30

14.7%

34.4%

23.4%

27.5%

14.5%

37.3%

22.1%

26.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

以前からしている

今後してみたい

したいとは思わない

わからない

イ 通学路における子どもの見守り運動

R3 H30

10.3%

27.3%

32.0%

30.4%

11.6%

32.3%

27.4%

28.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

以前からしている

今後してみたい

したいとは思わない

わからない

ア 防犯パトロール

R3 H30

項 目 アンケート結果

前回調査との比較ではウを除き、"今後してみたい"取組が下降し、

"したいと思わない"取組が上昇している。

※ エは新規調査項目
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31.1%

24.8%

20.3%

17.1%

13.6%

13.5%

12.9%

4.5%

7.3%

36.2%

23.3%

18.6%

17.9%

14.7%

10.2%

5.2%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40%

時間がないから

危険にさらされる恐れがあるから

健康状態や体調に不安があるから

一緒に参加する知人や友人がいないから

取組を行うための支援（情報、ノウハウ、

用品等）がないから

必要性を感じないから

人との関わりを好まないから

関心がないから

その他

R3 H30

項 目 アンケート結果

地域の安全・安 「時間がないから(31.1%)」が最も高く、次いで｢危険にさらされる

心の確保のため 恐れがあるから(24.8%)｣､｢健康状態や体調に不安があるから(20.3%)」

の取組に参加し が高くなっている。

ない理由

［Q7］Q6のア、イ、ウ、

エのいずれか１つでも

「したいとは思わない」

と回答された方にお尋

ねします。そのような

活動に参加したいとは

思わない理由は何です

か。次の中からあては

まるものをお選びくだ

さい。（いくつでも）

※ Q6のア、イ、ウ、エ

のいずれか１つでも「し

たいとは思わない」と

回答された方 660名
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9.2%

5.2%

64.8%

51.2%

20.2%

27.8%

4.8%

13.0%

1.0%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3

H30

安全だと思う どちらかといえば安全だと思う

どちらともいえない どちらかといえば危険だと思う

危険だと思う

項 目 アンケート結果

子どもたちにと 「安全だと思う(9.2%)｣と｢どちらかといえば安全だと思う(64.8%)｣

っての治安状況 を合わせた『安全』は７割を超え(74.0%)、前回より17.6ポイント上昇

［Q8］あなたのお住まい している。

の地域は、子どもたち

にとって、どのような

治安状況だと感じます

か。次の中からお選び

ください。（１つ選択） 『安全』74.0%

『安全』56.4%
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45.3%

29.5%

26.3%

18.9%

12.6%

25.3%

50.2%

23.8%

42.9%

15.4%

11.4%

19.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通学路、公園等に防犯カメラが設置されて

いないから

地域で子どもへのつきまとい事案などが

頻繁に発生しているから

子どもが被害者になる事件の報道を

よく目にするから

登下校の見守り活動など地域における

見守り活動が行われていないから

学校での集団登校、集団下校が行われて

いないから

その他

R3 H30

項 目 アンケート結果

子どもたちにと 「通学路、公園等に防犯カメラが設置されていないから(45.3%)」

って危険だと思 が最も高くなっている。

う理由

［Q9］Q8で「危険だと思

う」又は「どちらかと

いえば危険だと思う」

と回答された方にお尋

ねします。そのように

思われる主な理由は何

ですか。次の中からお

選びください。（２つ

まで）

※ Q8で「危険だと思う」

又は「どちらかといえ

ば危険だと思う」と回

答された方 95名
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52.7%

51.6%

31.7%

17.1%

11.9%

10.4%

8.8%

5.8%

3.3%

51.3%

51.0%

38.5%

20.4%

13.3%

13.6%

13.0%

8.1%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通学路などへの防犯カメラや防犯灯の設置

登下校時などの子どもの見守り活動の強化

知らない人について行かないなど家庭に

おける注意喚起

防犯ブザーなど防犯グッズ用品の携帯

民間によるＧＰＳ等を使用した登下校見守り

サービスの活用

安全マップの作成など学校における防犯教育

子どもを守る１１０番の家・店（※）の取組強化

ひょうご防犯ネットなど防犯情報配信

システムの活用

その他

R3 H30

項 目 アンケート結果

子どもたちが犯 「通学路への防犯カメラや防犯灯の設置(52.7%)」が最も高く、次

罪に巻き込まれ いで「登下校時などの子どもの見守り活動の強化(51.6%)」が高くな

ないための取組 っており、半数を上回っている。

［Q10］お住まいの地域

の子どもたちが犯罪に

巻き込まれないために

は、どのような取組が

特に大切だと思います

か。次の中からお選び

ください。（２つまで）

※ 子どもを守る１１０番の家・店 … 子どもが助けを求めてきた時、子どもを保護し、警察や学校等

へ連絡する、地域で子どもを守る活動

未成年の子の年

齢

［Q11］あなたの家族に、

20歳未満の方はおられ

ますか。次の中からお

選びください。

7.8%

9.6%

6.3%

4.6%

4.1%

77.3%

9.6%

9.6%

5.4%

75.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０～６歳

７～12歳

13～15歳

16～17歳

18～19歳

いない

R3 H30

8.7%
※前回調査(16～19歳) 7.5%
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65.1%

51.6%

48.9%

45.7%

38.9%

35.3%

34.6%

33.8%

29.0%

28.2%

23.1%

3.0%

65.9%

46.5%

50.4%

38.9%

38.5%

30.8%

33.2%

31.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

カウンセリング、心のケア

弁護士等による法律相談

警察、県市町、犯罪被害者等支援

団体等の連携強化

経済的支援（見舞金の支給、生活資金

貸付等）

犯罪被害者等が置かれている状況に

ついての普及・啓発

居住場所の確保

医療面での支援（医療機関の紹介、

医療費助成等）

家事・子育て・介護など日常生活への支援

電話相談、面接相談

支援団体の相談員・支援員の養成

裁判所等への付添い支援

その他

R3 H30

項 目 アンケート結果

犯罪被害者等の 「カウンセリング、心のケア(65.1%)」が最も高く、次いで「弁護

支援に必要な取 士等による法律相談(51.6%)」となっている。

組

［Q12］犯罪被害者等（※）

の支援にはどのような

取組が必要だと思いま

すか。次の中からお選

びください。（いくつ

でも）

※「犯罪被害者等」とは、

犯罪被害者及びその家

族または遺族をいう
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64.6%

57.7%

23.5%

11.8%

9.8%

61.1%

56.2%

23.5%

9.4%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

警察における相談窓口

県や市町における相談窓口

犯罪被害者等支援に係る民間支援団体

「公益社団法人ひょうご被害者支援セン

ター」

ひょうご性被害ケアセンター「よりそい」

その他

R3 H30

項 目 アンケート結果

犯罪被害者等の 「警察における相談窓口(64.6%)」が最も高く、次いで「県や市町

相談窓口の認知 における相談窓口(57.7%)」となっている。

度

［Q13］犯罪被害者及び

その家族等の抱える悩

みの解決や心のケアな

どを相談できる窓口に

ついて、次の中から知

っているものをお選び

ください。（いくつで

も）
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59.7%

42.5%

42.5%

42.2%

39.1%

34.3%

31.1%

27.8%

4.7%

55.7%

41.7%

36.8%

42.1%

39.7%

31.5%

30.6%

30.6%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住まいや就労など、安定した生活基盤を

築くための支援

刑の厳罰化

薬物依存からの立ち直り支援

刑務所等での矯正プログラムの充実

孤立を防ぐ環境づくりなど地域ぐるみでの

支援

ボランティア（保護司、NPO等）等による
生活面の指導

更生についての広報・啓発活動の実施

高齢者や障害のある者等への保健医療・

福祉サービスの支援

その他

R3 H30

項 目 アンケート結果

再犯防止のため 「住まいや就労など、安定した生活基盤を築くための支援(59.7%)

の取組 が最も高くなっている。

［Q14］再犯を防止する

ための取組を進めてい

ますが、どのような取

組が必要だと思います

か。次の中からお選び

ください。（いくつで

も）

※「再犯の防止」とは、

犯罪をした者が再び

犯罪をすることを防

ぐこと

【問い合わせ先】

企画県民部広聴課 078-362-3021


